
6 甲斐市 N邸

・自己負担額

約122万円
耐震改修工事費 約210万円
耐震改修設計費 約32万円
工事年度 2022年度
延床面積・築造年・階数 75.35㎡・昭和49年・2階建て

【所有者のコメント】

【業者からのコメント】

築年数が古いため、数年前に耐震診断を受けたところ
倒壊の危険ありと判定された。古い建物にお金をかけて
直すべきか躊躇していたが、低コスト工法があること、
補助金が利用できることを知り、耐震改修をお願いした。
工事費用をだいぶ抑えることができたので、その分、

断熱リフォームに使うことができた。また、工事中は部
屋を移動して住みながらできた。
耐震性が上がったため、安心して過ごすことができる

ので耐震改修を行ってよかった。

総額
約370万円

総額

約242万円

・自己負担額

約270万円

低コスト工法の場合
一般的な工法の場合

毎日安心できる暮らしを
リーズナブルに ・補助金 100万円

0.29→1.23評点UP！

改修する部屋を軸に耐震補強計画を行い、工事を細分
化することで費用や工事期間中の生活環境の負担を軽減
するよう配慮した。低コスト工法を利用することで、天
井と床下への施工は最小限で済んでいるため、所有者へ
の負担軽減となりよかったと思う。
低コスト工法を採用することで、補強箇所を分散でき、

バランスのよい計画が可能になると思う。

・補助金 120万円

工期

約30日 ※工事費については、耐震改修工事のみ。
工期はリフォームを含みます。
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